
エコまちステーションの
窓口カウンター

絵本原画

ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
社し

ゃ
き
ょ
う協

　

花
降
る
里
け
い
ほ
く
は
、
春
に 

な
る
と
桜
色
に
染
ま
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
選
り
す
ぐ
り
の
桜
、

京
北
「
桜
100
選
」
を
写
真
や
パ
ネ

ル
で
展
示
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
３
月
17
日（
金
）～
24
日（
金
）

所
サ
ン
サ
右
京
１
階
区
民
ロ
ビ
ー

問
京
北
出
張
所　

☎
852
・
１
８
１
１

■
平
成
28
年
度
事
業
活
動
報
告　

 

　

ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
の
事
業

採
択
団
体
な
ど
が
活
動
を
報
告
し

ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当

日
18
時
15
分
ま
で
に
会
場
受
付
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

定
員
（
20
名
）
に
な
り
次
第
、

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

時
3
月
22
日
（
水
）
18
時
30
分
～

20
時
30
分

　

右
京
区
役
所
で
は
、
若
手
職
員

を
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
た
「
ス
テ
キ

☆
力
向
上
委
員
会
」を
設
置
し
て
、

①
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
②

右
京
の
魅
力
創
出
・
発
信
の
２
本

柱
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、「
窓
口
へ
の
生
け
花
展

示
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
窓
口

の
空
間
で
少
し
で
も

う
る
お
い
と
癒
し
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
、
区
役
所

右
京
区
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
の
活
動
を
紹
介
！

～
京
北「
桜
100
選
」写
真
展
～

◆「
お
い
で
や
す
食
堂
」開
催

　

平
成
28
年
12
月
か
ら
「
お
い
で

や
す
食
堂
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
お
い
で
や
す
食
堂
」
と
は
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が

集
ま
れ
る
「
み
ん
な
の
居
場
所
」

で
す
。
ま
た
、
多
世
代
で
一
緒
に

食
事
を
し
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
楽

し
く
交
流
し
て
い
た
だ
く
中
で
、

参
加
者
の

方
が
役
割

を
持
っ
て

活
躍
で
き

る
場
づ
く

り
を
目
指

し
て
い
ま

す
。

　

次
回
は

　

若
者
の
政
治
意
識
や
、
投
票
率

の
向
上
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る

右
京
区
学
生
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー

が
、右
京
区
内
の
小
学
校
４
校
で
、

６
年
生
を
対
象
に
選
挙
出
前
授
業

3
月
17
日（
金
）17
時
～
19
時
30
分

で
す
。
＊
毎
月
第
三
金
曜
日
開
催

所
市
西
院
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
西
院
上
今
田
町
18-

３
）

メ
ニ
ュ
ー
カ
レ
ー
、
サ
ラ
ダ
、

手
作
り
お
や
つ

￥
中
学
生
ま
で
無
料
、
高
校
生

以
上
の
学
生
100
円
、
大
人
300
円　

＊
毎
回
、
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

の
催
し
を
実
施
。

随
時
、「
高
齢
者
福
祉
施
設　

西

院
」Ｈ
Ｐ
に
「
お
い
で
や
す
食
堂
」

の
情
報
を
ア
ッ
プ
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
み
ん
な
の
食
堂
制
作
委
員
会

（
高
齢
者
福
祉
施
設　

西
院
）　

☎
812
・
６
７
１
１

No.27
「
愛
し
の
太
秦
～
ヤ
ッ
ソ
の
幼
き
日
～
」原
画
展

　

太
秦
生
ま
れ
、
太
秦
育
ち
で
、

今
も
居
を
構
え
て
お
ら
れ
る
石
田

弥
須
雄
様
が
、
幼
い
頃
を
振
り
返

り
、牛
祭
や
ジ
ェ
ー
ン
台
風
な
ど
、

幼
心
に
残
る
印
象
深
い
太
秦
を
題

材
と
し
た
絵
本
を
製
作
さ
れ
、
そ

の
原
画
展
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

昔
懐
か
し
い
太
秦
を
少
し
で
も
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

時
３
月
30
日
（
木
）
～
４
月
５
日

（
水
）
い
ず
れ
も
９
時
～
17
時

所
サ
ン
サ
右
京
１
階
区
民
ロ
ビ
ー

右
京
区
役
所
の
窓
口
に
生
け
花
が
!?

右
京
区
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　

1
月
29
日
に
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ア

リ
ー
ナ
（
京
都
市
体
育
館
）
で
、

右
京
区
体
育
振
興
会
連
合
会
に
よ

る
右
京
区
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
計
53
も
の

チ
ー
ム
が
参
加
。
白
熱
し
た
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ
】（
45
歳
未
満
）

優　

勝　

太
秦
Ａ

準
優
勝　

西
院
第
一
Ａ

３　

位　

梅
津
Ｂ
、
広
沢
Ａ

【
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ
】（
45
歳
以
上
60

歳
未
満
）

優　

勝　

西
京
極
Ｄ

『
綿
』
が
紡
ぐ
、
世
代
を
超
え
た

交
流

　

京
北
に
あ
る
保
育
所
か
ら
「
子

ど
も
達
が
綿
を
栽
培
し
た
の
で
す

が
、
こ
の
綿
を
使
っ
て
地
域
の
ご

高
齢
の
方
と
交
流
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
？
」
と
相
談
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
京
北
地
域

社
協
で
は
、
健
康
す
こ
や
か
学
級

（
サ
ロ
ン
）
に
参
加
さ
れ
る
高
齢

者
の
方
々
に
こ
の
綿
を
使
っ
た
お

手
紙
（
写
真
参
照
）
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
と
こ
ろ
、
受
け
取
っ
た
皆

準
優
勝　

北
梅
津
Ｃ

３　

位　

太
秦
Ｃ
、
葛
野
Ｄ

【
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
】（
60
歳
以
上
）

優　

勝　

太
秦
Ｅ

準
優
勝　

広
沢
Ｅ

３　

位　

葛
野
Ｅ
、
広
沢
Ｆ

さ
ん
は
大
喜
び
。「
綿
を
昔
作
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
。
懐
か
し

い
わ
」、「
私
た
ち
も
綿
を
栽
培
し

て
、
手
芸
が
で
き
な
い
か
し
ら
」

な
ど
話
も
弾
み
、
活
力
が
ど
ん
ど

ん
湧
い
て
く
る
の
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

「
綿
」
で
贈
り
物
を
し
て
く
れ

た
保
育
所
の
園
児
、
そ
れ
を
受
け

取
っ
た
サ
ロ
ン
利
用
者
、
誰
も
が

喜
び
と
充
実
感
を
感
じ
、
世
代
を

超
え
た
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
受
け
取
る
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
も
「
綿
」
を
栽
培

し
て
何
か
お
返
し
し
よ
う
と
す
る

こ
と
で
、
次
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

「
植
物
を
育
て
、
収
穫
し
、
手

作
り
し
、
人
と
交
流
す
る
こ
と
」

で
、
関
わ
っ
た
人
す
べ
て
が
笑
顔

に
な
れ
る
「
綿
」
を
通
じ
た
、
自

然
が
あ
ふ
れ
、
地
域
の
絆
が
深
い

京
北
ら
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
活
動
。

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
次
年
度
に
は
ど
ん
な
交
流
が

で
き
る
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

問
右
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
京

北
事
務
所　

☎
852
・
０
５
２
７

所
右
京
区
役
所
５
階
大
会
議
室

問
地
域
力
推
進
室　

企
画
担
当　

☎
861
・
１
７
８
４

の
有
志
職
員
が
毎
週
花
を
生
け
、

そ
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

来
庁
さ
れ
る
際
は
、
ぜ
ひ
花
の

癒
し
効
果
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
♪

問
地
域
力
推
進
室　

総
務
・
防

災
担
当　

☎
861
・
１
７
７
２

区
民
会
議
全
体
会
議
・
ま
ち
づ
く
り
支
援

制
度
活
動
報
告
会
開
催
！

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

　

豊
か
な
自
然
と
国
宝
な
ど
文
化
財

の
宝
庫
で
あ
る
高
雄
地
域
。
台
湾
に

も
同
じ
地
名
の
高
雄
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

台
湾
高
雄
市
は
台
湾
第
二
の
都

市
で
、
地
名
の
由
来
は
京
都
の
高
雄

だ
そ
う
で
す
。

　

２
月
22
日
、
台
湾
高
雄
市
の
行

政
府
お
よ
び
観
光
協
会
に
、
高
雄

保
勝
会
の
山
本
信
会
長
、
自
治
連

合
会
の
中
川
太
久
治
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
15
名
の
訪
問
団
が
門
川

大
作
市
長
の
親
書
を
携
え
て
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
に
は
台
湾
高
雄
市
か

ら
政
府
観
光
局
長
、
観
光
協
会
理

事
長
ほ
か
約
30
名
が
高
雄
地
域
を

訪
れ
、
地
域
の
観
光
名
所
を
ご
案

内
し
た
後
、
交
流
会
で
お
抹
茶
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
有
意
義
な
意

見
交
換
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　

今
回
の
訪
問
は
、
そ
の
と
き
の

お
礼
と
観
光
な
ど
を
通
じ
た
交
流

を
今
後
更
に
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
現
地
で
は
、
台

湾
高
雄
市
政
府
観
光
局
、
高
雄
市

観
光
協
会
か
ら
、
手
厚
い
歓
迎
を

受
け
、
今
後
の
友
好
を
約
束
し
ま

し
た
。

問
地
域
力
推
進
室　

企
画

担
当　

☎
861
・
１
７
８
４

右
京
区
学
生
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
が
選
挙

出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
！

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
物
の
投
票
箱
な
ど
を
利
用
し

た
模
擬
投
票
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
の
参
加
、
体
験
の
授
業
を
通

し
て
、
児
童
た
ち
は
政
治
や
選
挙

に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
一
人
一
人
が
自
分
の

考
え
を
も
っ
て
投
票
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

問
右
京
区
選
挙
管
理
委
員
会 

☎
861
・
１
７
８
４

右
京
区
学
生
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー

【
ス
テ
キ
☆
力　

広
報
部
】

問
地
域
力
推
進
室　

総
務
・
防

災
担
当　

☎
861
・
１
７
３
９

高
雄
地
域
の
皆
さ
ん
が
台
湾
高
雄
市
と
の
交
流
へ
！

～
国
際
交
流

�

コ
ト
は
じ
め
～

綿を使ったお手紙
（クリスマスリース）

私たちが
生けています♪
ぜひご覧ください！
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